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第12回 九州古代種子研究会鹿児島大会のご案内

九州古代種子研究会会長 甲元浜之

九州古代種子研究会事務局

猛暑の候， 皆様におかれましてはますますご健勝のことと拝察いたします。

さて， この度第12回九州古代種子研究会を下記の日程において鹿児島県立埋蔵文化

財センタ ーで開催いたします。

今回のテ ー マは「縄文集落と植物利用」です。 近年，土器圧痕調査の進展や他の分析

法との複合的な植物賓料の検討から，集落（地域）間や時期ごとの植物利用の様相がよ

り立体的に議論されるようになってきました。今回は，これまで圧痕調査がなされてき

た北海道から九小Mまでの縄文集落とそこで検出された土器圧痕賓料の様相を概観する

とともに，それらの情報に関する共通理解を図り，今後の課題について考えたいと考え

ております。

当日は懇親会もございますので，情報交換の場としてもご活用ください。また，本会

につきましてご周知いただければ幸いです。皆様の多数のご参加をお待ちしております。

記

期 日： 2018年11月3日（土）·4日（日）

場 所： 鹿児島県立埋蔵文化財センタ ー 研修室

（鹿児島県霧島市国分上野原縄文の森2番1号）

テ ー マ： 「縄文集落と植物利用」

日程・内容：

1日目

13 : 00~ 開会行事・趣旨説明

13 : 10~ I テ ーマ① 縄文集落と植物利用一 土器圧痕資料の可能性一

講 演 東北の縄文大集落 三内丸山辿跡 斉藤疫吏






